
Carlo Perfetti先生を偲んで

カルロ・ペルフェッティ先生は，神経科医であ

り，認知神経リハビリテーションの開発者であ

る。認知神経リハビリテーションは， 1970年初

頭，イタリアにおいて，片麻痺者の手の機能の改

善を図る運動療法として開発され，その後，片麻

痺者の歩行，高次脳機能障害，整形外科疾患，小

児領域へと展開され続けている運動療法である。

開発当時ほとんどの片麻痺者はなんらかの形で

歩くことができるようになるにもかかわらず，手

の機能回復は思わしくない現状にあった。それを

打破するにあたり手は身体部位の中でも大脳皮

質の運動野に最も密接に繋がった皮質器官であ

り手の筋の機能的な動きは，“触覚の求心性情

報の制御下にある”という論文の知見から手の機

能的特性として“接触”に着目し，触覚受容器を

刺激するような課題を行えば手の機能が回復する

のではないかという着想のもと，物体に指で触れ

たときの感触を介して物体を識別するというタブ

レット課題が開発された。そして今日まで患者の

現象を観察することを主眼とし，そこから立ち上

がる問題を検証する手段として訓練課題を設定

し，脳と身体に関連する最新の神経生理学，認知

心理学教育学，哲学等の知見を融合しながら

種々の訓練課題が開発されてきた。

認知神経リハビリテーションは 1990年半ばに

高知医療学院の宮本省三先生が日本に持ち込まれ

「認知運動療法」として紹介された。2000年には

日本認知運動療法研究会（現 ・(-社）認知神経リ

ハビリテーション学会）が創設され，今日に至っ

ている。

私が認知神経リハビリテーションと出会ったの

は1996年である。当時運動学習を研究のテー

池田由美

マとしていた私は，「認知運動療法」という言葉

にいったいどんなことをやるのか興味がわき，

ベーシックコースヘ参加した。高知の地で宮本省

三先生や沖田一彦先生 （元・県立広島大学）， 森

岡周先生（現・畿央大学）から認知運動療法の講

義を受け， どうやら運動学習をリハビリテーショ

ンに取り入れているようだということがわかり，

ますます興味がわいた。その後 1999年に日本

で初めてのアドバンスコースが開催された。そこ

ヘイタリア人のセラピストである FrancaPante 

（フランカ・パンテ）さんが講師として来日され

て，「認知運動療法」を目の当たりにすることに

なった。想像していたのものとはかなりかけ離れ

た内容であった。さらに関心が高まり， 2000年

の1月から約2か月半，イタリアでペルフェッティ

先生とパンテさんのもとで研修することになっ

た。その時に初めてペルフェッティ先生とお会い

した。第一印象は，ダンディな感じで，笑顔がと

ても素敵だと思った。私がイタリア語を話せない

ことがわかると 「どう してイタリア語を勉強して

こなかったの？ 」と聞かれ，私が答えに困ってい

ると ，「Fronte（額）， Naso（鼻）， Bocca（口） ＜ 

らいが解ればいいか」というようなこと私の額と

鼻に触れながらおっし ゃった（と思う ）。それか

らパンテさんの指導のもと研修が始まり，身体の

部位のイタリア語くらいは徐々に覚えることがで

きた。ペルフェッテ ィ先生は時々訓練していると

ころへやってきては，現在の状況とどんな訓練を

しているのかについてセラピストから説明を受

け，アドバイスをされていた。アドバイスと言っ

ても，アドバイスを受けたセラピス トはそれをそ

のまま鵜呑みにするこ とはほ とんどなく， 患者は
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そっちのけで，ペルフェッティ先生とセラピスト

との間で活発なデイスカッションが展開されるこ

とがしばしばあった。日本では考えられない光景

であり，患者は自分のことを目の前でこんなにメ

タメタに言われて大丈夫なのか心配になることも

あった。しかし，そこには患者をなんとかした

い， もっと回復につながる運動療法はないのかと

いう止まない追求と患者とセラピストヘの愛があ

るように思えた。

ペルフェッティ先生の講義の中で私が最も印象

に残っているのは，“リハビリテーションは驚き

から始まる”である。よいリハビリテーションに

たどり着くためにはどうやって知を極めていった

らよいのか， ということについて話された講義で

ある。アリストテレスやカール・ポパー を引用

し，“驚き’'から新たな「知」が生まれる，事実

を観察しているだけでは科学は生まれない，科学

は問題を提示することから始まり，それに対する

解決策である仮説を提示し，そして仮説を批判，

検証することで科学は進歩していく 。自分の見て

いること，観察することに“これは何だろう ，何

でだろう”と考えてみる能力，既に自分が知って

いることだけに満足せず，次々と質問を発してい

くこと，優秀なリハビリテーション専門家という

のは患者を観察して観察した事実の中から問題を

みつけることができる，“問題は裏切られた期待

である”。これらの発言には，運動・行為の回復

のために長年向き合ってこられたペルフェ ッティ

先生の姿勢が現われているように感じる。そし

て，前向きに進む気持ちにさせてもらえる言葉で

もある。

ペルフェッティ先生らしさと言えば水色の

シャツに紺のセーター，赤いマフラーがトレード

マークであった。仕事中のペルフェ ッティ先生は

思いにふけっている姿や，鋭い眼差しがとても印

象に残っている。仕事以外の時間はいつも優しい

笑顔を見せ， 目が合えばウィンクが返ってくるお

茶目な姿もあった。出不精であり飛行機嫌いだっ

たそうで， 日本での講演が叶わなかったことは少

し残念であるが，ペルフェ ッティ先生が来られな

ければこちらから行くしかない。そうやって引き

寄せられてイタリアの地を踏んだ日本人のセラピ

ストもたくさんいたことだろう。

ペルフェッティ先生，ありがとうございます。

“驚き’'を忘れないようにしよう。
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＊主な著作のリストは高知医療学院の宮本省三先

生に作成して頂きました。御礼申し上げます。
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Cairo Perfetti（カルロ・ペルフェッティ）

1940年 イタリア， トスカーナ州マッサ ーカッラーラ県ルジニアーナで生まれる．

1964年ピサ大学医学部卒業．神経病，精神病の臨床が専門．

神経精神病臨床の教授資格を持つ．

1968年神経学クリニックにおいてリハビリテーションに従事．

1971年 Silvini GFとともに“corticalfacilitation"と呼ばれる新しい方法論を開発．

1974年 カランブローネ病院リハビリテーション科の責任者となり， トスカーナ州政府の運営する「リ

ハビリテーション ・セラピスト養成校」を主催する．

1984年 ベネト州ヴィチェンツァ県スキオ第4保健機構スキオ病院リハビリテーション部局・医長となる．

1991年ベネト州ヴィチェンツァ県スキオ第4保健機構，リハビリテーション・セラピスト養成校学長．

2002年 スキオ近郊のサントルソのヴィラ・ミアーリに「認知神経リハビリテーションセンター」を設

立し，所長となる．付属学校（講師養成コース）も併設．

ジャーナル「RiabilitazioneNeurocognitiva」を発行

イタリア， ドイツ，スペイン，オーストリア等のヨーロッパ各国， 日本および韓国からの研修

生を受け入れながら，臨床研究を続ける．

2008年健康上の理由により所長を退く．

2020年 12月 故郷）レニジアーナにて逝去．享年80.

（カルロ・ペルフェッティ：ペルフェッティ・パースペクテイプ［ Il認知神経リハビリテーションの誕生

一身体と精神をめぐる思索．小池美納（訳）．宮本省三（編）．株式会社協同医書出版．東京．2021. より

一部改変して引用．）
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